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京滋バイパス開通記念｢この道、どんな道｣

開通前の８月21日(日)に

　京都国体直前の８月29日(月)に、京滋バイ

パスが開通し供用開始します。市では、これ

に先立ち21日([])に、宇治川橋渡り初め式を

開催。また、同日は市民で組織する京滋バイ

パス開通記念事業実行委員会による多彩なイ

ベントも繰り広げられます。開通後は歩く事

の出来ない自動車専用道路で、世代を超えた

人々のふれあいの場をつくりましょう。

▲開通間近の京滋バイパス（7月29日、宇､治川橋上から横島方面に向けて写す）

　
京
滋
バ
イ
パ
ス
は
、
慨
賀
県
草

津
市
の
起
点
か
ら
久
御
山
町
森
の

国
道
一
。
号
ま
で
を
つ
な
ぐ
、
総
延

長
二
十
七
べ
自
動
車
専
用
道
路

と
し
て
は
瀬
田
東
イ
ン
タ
ー
か
ら

巨
椋
イ
ン
タ
ー
間
の
十
九
・
三
♂
。

五
十
八
年
十
一
月
に
工
事
が
ス
タ

ー
ト
し
、
四
年
十
ヵ
月
の
工
期
を

経
て
、
こ
の
八
月
二
十
九
日
に
開

通
し
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
二

十
一
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
、
京

Ｅ
バ
イ
パ
ス
「
併
設
一
般
国
道
（
側

道
）
宇
治
川
檎
」
竣
工
の
テ
ー
プ

カ
″
ト
や
、
三
代
夫
婦
七
組
四
十

二
人
に
よ
る
渡
ひ
初
め
式
な
ど
を

行
い
、
開
通
を
祝
い
季
子
。

　
ま
た
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
た

実
行
委
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
、

開
通
前
の
京
忌
バ
イ
パ
ス
宇
治
東

イ
ン
タ
ー
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
、

「
こ
の
道
、
ど
ん
な
道
」
を
テ
ー
マ

に
多
彩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

開
通
後
は
歩
く
事
の
出
来
な
い
自

動
車
専
用
道
路
で
、
車
い
す
の
人

や
お
年
寄
り
、
子
供
だ
ち
な
淋
置

代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
は
無
料
。
お
誘
い
合
わ
せ

で
、
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

京
滋
バ
イ
パ
ス
開
通
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
ａ
⑩
3
1
7
2
）
へ
。

’
ル
汁

廊和司
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至
久
御
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ

ム
　
★
ふ
れ
あ
い
ほ
の
ぼ
の
パ
レ
ー

ド
★
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
：
市
内
小

学
校
の
金
管
バ
ン
ド
な
ど
★
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ン
ネ
ル
ミ

ニ
マ
ラ
ソ
ン
・
Ｋ
バ
イ
ス
ク
ル
ツ

ー
リ
ン
グ
…
完
走
者
に
は
、
記
念

の
認
定
書
を
進
呈
★
未
来
く
ん
広

場
…
世
界
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

言
本
の
伝
統
玩
具
コ
ー
ナ
ー
、
世

界
の
玩
具
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ャ
ボ
ン

玉
コ
ー
ナ
士
、
運
動
広
場
（
風
船

ト
ン
ネ
ル
、
水
亦
七
び
、
宝
さ
が

し
）
、
手
作
り
コ
ー
ナ
上
び
ゅ
ん

び
ゅ
ん
ご
ま
、
変
わ
り
ケ
ン
玉
）
、

う
な
ぎ
プ
ー
ル
★
消
防
広
場
・
・
・
化

学
車
な
ど
の
展
示
★
1
0
円
玉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
…
交
通
安
全
の
募
金
活

動
★
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
・
：
共
同
作

業
所
の
製
作
物
を
展
示
販
売
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
参
加

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
1
日
間
、
午
前

８
時
半
、
宇
治
公
民
館
前
に
集
合

▼
コ
ー
ス
ｙ
・
宇
治
公
民
館
前
↓
京

滋
バ
イ
パ
ス
開
通
記
念
事
業
会
場

‐
‘
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
「
こ
の

道
、
ど
ん
な
道
」
ホ
治
公
民
館

前
解
散
（
約
‥
Ｈ
Ｊ
）
▼
準
備
品
…
昼

食
、
雨
具
、
水
筒
な
ど
（
交
通
費

は
各
自
負
担
）
▼
問
い
合
わ
す
：

木
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑤
3
6
3
3
）

へ
▼
主
催
…
宇
治
市
歩
弓
又
ｙ
。

　
宇
治
市
と
宇
治
市
平
和
都
市

推
進
協
議
会
で
は
、
核
兵
器
の

脅
威
と
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和

の
尊
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

「
終
戦
記
念
日
」
の
八
月
十
五
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
「
市
民
平

和
の
集
い
」
１
　
平
和
の
願
い

を
こ
め
た
写
真
展
や
映
画
の
集

い
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
や
戦
争
を
直
接
知
ら
な
い

世
代
は
、
人
口
の
半
数
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
ぷ
フ
な
中
で
、

平
和
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
各
会
場
共
、
入

場
無
料
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

［
９
　
Ｊ
］

☆
沢
田
教
一
の
イ
ン
ド
シ
ナ

　
　
3
4
歳
の
若
さ
で
カ
ン
ボ
ジ

　
ア
の
戦
火
に

　
散
っ
た
報
道

　
カ
メ
ラ
マ
ン

　
の
生
死
を
か

　
け
た
願
い
。

　
今
問
い
か
け

　
る
、
戦
争
と

　
は
何
か
／

☆
広
島
・
長
崎

　
の
原
爆

　
　
京
都
府
原

　
爆
被
災
者
の

　
会
の
協
力
で

４
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た

　
「
安
全
へ
の
逃
避
」

戦
争
・
原
爆
‘

の
悲
惨
さ
を
＼
‘

伝
え
る
。

・
と
き
…
８
月
1
5
日
間
ふ
ｏ
日

　
㈹
、
午
前
９
時
Ｌ
午
後
５
時
。

・
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
展
示

　
集
会
室
。

映
画
の
集

い
☆
プ
ラ
ト
ー
ン

　
　
戦
争
で
傷
つ
く
の
は
、
い

　
つ
も
〈
青
春
〉
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

　
争
を
テ
ー
マ
に
、
生
と
死
の

　
戦
場
に
狂
気
と
怒
り
の
疾
走

　
か
総
け
た
青
春
群
像
１
．
一

　
九
八
七
年
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最

　
優
秀
作
品
ｎ
受
賞
。

・
と
き
・
・
・
８
月
1
6
日
㈹
、
午
前

　
1
0
時
・
午
後
Ｏ
時
半
・
３
時

　
の
３
回
上
映
。

・
と
こ
ろ
…
文
化
会
館
小
ホ
ー

　
ル
。

☆
は
だ
し
の
ゲ
ン
・
お
か
あ
さ

　
ん
の
木

　
　
平
和
へ
の
熱
い
願
い
を
こ

　
め
て
送
る
笑
い
と
涙
と
感
動

　
の
ド
ラ
マ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
・
と
き
・
：
８
月

　
2
0
日
出
、
午

　
前
1
0
時
と
午

　
後
２
時
の
２

　
回
上
映
。

・
と
こ
ろ
・
：
文

　
化
会
館
小
水

　
Ｉ
ル
。

☆
親
子
映
画
の

　
つ
ど
い

・
と
き
・
と
こ

　
ろ
・
：
右
下
表

　
の
と
お
り
。

・
上
映
作
品
・
・
・
1
0
0
ば
ん
め
の
サ

　
ル
、
な
っ
ち
ゃ
ん
の
赤
い
て

　
ぶ
ぐ
ろ
、
い
じ
わ
る
狐
ダ
ン

　
ボ
ー
、
ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ

　
こ
。

親子映画のつどい日程表

と　　き ところ

8/17水
午前lO時 小倉公民館

午後2時 広野公民館

8/18ね
午前lO時 木幡公Kit

午後2時 宇治公民館

平
和
図
書

展
☆
「
平
和
へ
の
伝
言
」
‐
語
り
つ

　
ぐ
戦
争
－

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が

　
書
き
綴
っ
た
戦
争
体
験
の
手

　
記
や
記
録
と
、
戦
争
を
猫
い

　
た
文
学
を
集
め
て
展
示
。

・
と
き
・
：
８
月
3
0
日
脚
ま
で
（

　
月
曜
日
は
休
館
）
。
午
前
９
時

　
～
午
後
５
時
。

・
と
こ
ろ
・
：
中
央
図
宍
館
。

　
平
和
の
像
の
除
幕

　
平
和
祈
念
集
会

▽
と
き
・
・
・
８
月
1
5
日
間
、
午
前

　
ｎ
一
時
～
正
午
。

▽
と
こ
ろ
・
：
市
庁
舎
玄
閔
前
。

　
　
　
（
企
則
管
理
部
総
務
課
）

885

核兵器廃絶平和都市宣言のまち　

市民平和の集い

開
通
祝
い
　
渡
り
初
め
式
も

多彩なイベント

さわやか宇治

テレビ広報
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今
年
も
老
人
大
学
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
し
い
時
代
の
知

識
を
身
に
つ
け
現
在
の
社
会
か
ら

取
り
残
さ
れ
な
い
ぷ
つ
、
ま
た
若

い
人
と
話
し
合
え
、
愛
さ
れ
る
老

人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
本
市
が
市
襲
回
老
会
に

委
託
し
て
行
シ
も
の
で
す
。
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
▼
と
こ

ろ
・
・
・
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
（
折
居

台
一
丁
目
）
▼
対
手
・
6
0
歳
以
上

の
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
…
千
三

老人大学の日程予定表

百
人
（
先
哲
順
）
▼
受
講
料
土
人

百
円
（
当
日
持
参
可
）
▼
申
し
込
み

・
：
８
月
2
0
日
出
ま
で
に
、
市
葵
に

喜
老
会
事
務
局
（
干
Ⅲ
宇
治
琵
琶

頷
答
福
祉
会
館
内
・
豊
⑩
0
1

8
7
）
へ
、
は
が
き
ま
た
は
電
話

で
。
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

Ｈ　時 内　容 講師

8/25
囚

9:30-
　10: 00

開　会式 /
10: 00-　11:30

「心の旅路に出よう」
我師我友を諮る

法is.K,t磨.vm:職

佐野人義さん

8/26
(d

9:30～
　10:50

■I-;社会と安全に暮ら

すために

宇乱驚卜儲交通.tu

荒川　一男きん

11:00-
　11:30

火災から生命と暮ら
しを守るために

宇祐市消防本部
子防.'iii

8/27
巾

9:30-
　11:30

老人ボヶ予陶こついて 瞰川砲院f.乍U
早川　一光きん

8/28
川

9:30～
　11:30

私なりの仏教 町卜.m.a
高志賀順さん

8/30
国

9:30-
　11:30

老人クラブと送挙
田辺町杜公教町su

林　憲三さん

8/31
俐

９：30-　11：００
世の中の変化を考える 京郡新聞台説tu尾関　史郎さん

11:00～
　11:30

閉　会式
/’

　
　
お
詫
び
と
訂
正

黄
璧
体
育
館
の
記
事
の
中
で
、

使
用
時
間
が
午
前
九
時
～
午
後

五
時
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
ぐ
は
午
前
九
時
１
午
後
九

時
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま

す
。

　
な
お
黄
奘
体
育
館
の
施
設
の

育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
盈
沼

予
・
免
除
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
認
定
試
験
を

行
い
求
ｙ
。
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
人
は
、
高
等
学
校
入
学
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

　
▼
と
き
：
1
1
月
１
１
一
日
胞
▼
と
こ

ろ
・
・
・
京
都
府
教
育
庁
会
議
室
▼
願

書
の
交
付
・
受
け
付
け
・
・
・
京
都
府

教
育
庁
指
導
部
学
校
教
育
課
〈
義

務
教
育
係
〉
（
ａ
０
７
且
剛
ぎ
１
１

１
）
▼
願
書
受
付
期
間
・
：
９
月
７

日
困
ま
で
（
日
曜
日
か
際
く
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
夏
休
み
宿
題
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
図
書
館
で
は
主
に
小
・
中

学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
の
宿
題

に
つ
い
て
の
相
談
コ
ー
ナ
１
‐
‐
か
設

け
季
子
。

園
や
職
場
、
各
種
団
体
な
'
A
M

も
連
携
を
も
ち
、
実
践
を
家
庭

へ
と
普
及
さ
せ
る
ぷ
つ
取
り
組

み
、
活
力
と
連
帯
感
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
通
め
ま
し
ょ
う
。

ン
ト
ン
・
1
0
面
、
卓
球
・
１
９
一
面
、
テ

ニ
ス
・
２
面
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・

１
面
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
リ
ー

ナ
ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
Ｉ
面
、
バ

ス
ケ
″
ト
ボ
ー
ル
・
Ｉ
面
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
３
面
、
卓
球
・
４
面

と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
指
導
員
と
図
書
館
職
員

と
が
相
談
に
あ
た
る
も
の
で
、
ゴ

ー
キ
ー
に
は
宿
題
の
た
め
の
図
鑑

や
百
科
辞
典
な
ど
、
参
考
と
な
る

資
料
か
芦
ろ
凡
ま
し
た
。

　
宿
題
調
べ
の
ほ
か
読
書
の
相
談

に
な
怜
皇
子
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
８
月
1
6
日
脚
～
1
9
日

吻
の
４
日
間
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
正
午
１

午
後
１
時
舎
朕
く
）
▼
と
こ
ろ
・
：

中
央
図
書
館
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
図
書
館
（
≫

⑩
１
ｉ
ｎ
r
-
l
r
-
l
)
へ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
夏
休
み
工
作
教
室

　
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
工
作
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
4
日
出
午
前
1
0

時
か
ら
約
３
時
間
▼
と
こ
ろ
・
：
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
う
ち
わ
作
り

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
小
学
校
４

年
生
～
中
学
生
▼
講
師
・
：
林
正
剛

さ
ん
（
市
野
外
活
動
協
会
会
員
）
▼

参
加
費
…
百
円
（
材
料
代
）
▼
定
員

・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：

小
倉
公
民
館
（
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

　
▼
と
き
…
８
月
2
2
日
側
、
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
…

木
幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
ミ
ル
ク
ご

は
ん
、
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
、
き
な

宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

5
4
団
・
２
千
８
百
人
が
地
域
で
活
動

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（

笠
嶋
教
瑞
本
部
長
）
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
野
外
活
動
を
通
じ
て
青

少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ
フ
と
、

昭
和
四
十
二
年
十
月
に
発
足
。

現
在
で
は
五
十
四
単
位
団
、
約

二
千
八
百
人
が
所
属
し
、
指
導

者
も
約
三
百
三
十
人
を
数
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

(昭和63年度登li)宇治市スポーツ少年団単位団名簿

　
本
部
に
は
、
専
門
部
会
と
種

目
部
会
が
あ
り
、
専
門
部
会
に

は
指
導
研
修
部
会
（
指
導
者
の

研
修
）
、
母
集
団
育
成
部
会
（
母

集
団
の
育
成
・
強
化
）
、
企
画
・

広
報
部
会
（
少
年
団
の
啓
発
や

広
報
誌
の
発
行
）
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
目
部
会

に
は
、
剣
道
、
サ
″
カ
ー
、
少

ソ
フ

ト
ボ

１
ル

リトル・サーバルズ奥野賢二菟道車田5-6 22－7937

宇治メツツ 木原清朝伊勢田町新中ノ荒30-ll 44－2014

神明シスターズ荒木信行関町47-8 43－7940

バ
レ

｜

ボ１

ル

平盛キャッツ杉原信男大久保町旦椋50-l27-2日 44－4665

西大久保少女大坪喜美枝大久保町南ノロU-＼543－8957

菟　二　小 中沢種男宇治野神1-76 22－7121

岡　　　屋 八田好枝五ヶ圧寺界iI33-2 31－8680

横島ジュニア辻　繁喜横島町幡貫39-6 22-0225

体操リトミック木幡堀井洋子木幡北山畑24-| 32－0774

古武
道 古武ii錬成会石田　肇大山崎町大山崎上ノ田ト4

075
956-2845

野

球

西　小　倉 北村輝男小倉町南浦98-13 23－7609

岡　　　屋 村田幸巧木幡南Uj85-36 32－227J

宇治コンドル藤井寿雄宇治若森21-1 23－5268

小栗栖
ニュースダース 渡辺正昭 伏見区小栗m中山町50

　　　　　　　　　25-』10
075
572-1932

大　開
サンクラブジユニア武藤隆志広野町小根尾U7一日23－6192

平　　　盛 密谷寅三 久御山町栄1丁目
　　ハイツ西宇治2棟20l号 44－2481

南山ホワイト　フェニックス 小島直己木幡南山80-251 32－5176

神　　　明 古谷光男神明石塚2ト13 22－0954

サクセス 大崎　迪 伏見区納所下野|納所団地
　　　　　　　　　　15-406

075

631－6055

伊勢田

　ファイターズ 川北武司伊勢田町中ノ田37-17044－1554

淀イーグル 倉谷　勇伏見区淀美豆町345-l2
075
631－6032

三室戸
　パイレーツ 百武征也明星町３丁目6-196 23－8072

西大久保 大木日佐雄伊勢田町中山85-M 43－0195

Ｓ　Ｂ　Ｃ 倉光延好伊勢田町遊田12-28 20－0415

御　蔵　山 小松玄澄木幡御蔵山39-3 31－8011

北　槙　島 大石賢一伊勢田町井尻69-I1 44－7450

横島ローレル前田金次楓島町大町34 23－4191

宇治コメット佐野信之開町6-3 44－1301

糧
　目 単位団名 代表者名 住　　所 電話

剣

道

宇　　　治
川島宗征
永野美和子宇治蔭山59-106宇治若森5o-i(連絡先)

22－4093
21－2860

東　宇　治 平尾高良広野町茶屋裏2-4 43－9058

神　修　館 角田将郎
江崎　勇

伊勢田町中山78

伊勢田町毛!533-3(il)8先)
41－7557
43－8164

栗　　　隅 井上MS? 広野町西裏6 41－7583

神　　　明 亀山its 神明宮北70-49 23－5327

槙　　　島 波多野≪雄傾島町十一95-18 22－0345

Ｙ　Ｍ　Ｂ　Ａ村瀬玄鼎
後藤　浩五ヶ庄三番割35木幡御I120-32(a絡先)

32－1365
32－1398

登　龍　館 穂坂脇善五ヶ庄日皆田38 32－6749

向　　　陵 弓削雅義大久保町平盛9139-509 44－5687

サ

ツ

力

｜

貧　　　道 江口修身横島町大川原64-2 23－9784

神　　　明 小山豊嗣広野町中島17-5 44－6111

槙　　　島 小倉昌孝 小倉町新田島21-2
　　　キングキャッスル内 22－4843

三　室　戸 田村昭治明星町2丁ilト47 23－1453

巨　　　椋 和田義孝小倉町西浦52-11 23-5674

鳳　　　凰 山田洋司宇治蓮華95 21－2901

Ｆ・Ｃ小倉 久保田馨小倉町老ノ木43-4 23－8319

Ｆ・Ｃ北橘島西村巨昇襖島町本S敷ao-i
　　　　　　　GT12-201 24－4918

少
林
寺
拳
法

宇治岡屋 辻崎竹彦五ヶ庄北ノ庄33-62 32－9579

宇治木幡 岩脇a治 木幡北山畑I9-I3 33－0677

宇　治　西 足達靖彦 八幡市男山八望|
　　　　　　　C-5-303

075
983-1967

宇　　　治 野津敏明木幡南端53-9 32－6997

三　窒　戸 周川文雄菟il只川50-| 21－3159

空

手

城　　　南 加藤吉辰広野町寺山99-19 43－47』5

登　龍　館 伊藤義明 木幡赤If 16
　　　　登り助mセンター

32－2443

同　志　館 小泉喜英関町36-1 41－7554

向陵学園 笠鴫≫s喘
木村敬栄

小倉町中畑53

小倉町東山5-U(iiJI先)
24-0821
23-6544

粉
ボ
ー
ロ
・
お
話
▼
対
象
…
市
内

在
住
の
小
学
校
４
年
生
１
中
学
生

▼
定
員
：
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
・
：
無
料
▼
持
ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
手
ふ
き
タ
オ
ル
、
ふ

収
ん
▼
申
し
込
み
・
：
木
幡
公
民
館

（
容
⑩
8
2
9
0
）
へ
▼
共
催
…
市

木
幡
公
民
館
、
農
林
茶
業
課
、
保

健
予
防
課
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
「
数
字
と
グ
ラ
フ
で
見
る

　
宇
治
市
」
の
刊
行

　
毎
年
刊
行
し
て
い
る
「
数
字
と

グ
ラ
フ
で
み
る
宇
治
市
」
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
生
活

し
て
い
る
宇
治
市
に
つ
い
て
、
統

計
数
字
を
使
っ
て
説
明
し
た
も
の

で
す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
分

か
る
ぶ
っ
に
、
絵
や
グ
ラ
フ
か
多

く
使
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
自

由
研
究
な
ど
に
も
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
希
望
者
に
は
市
役
所
の
玄

関
案
内
ま
た
は
三
階
の
企
画
課
で
、

無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
軟
式
テ
ニ
ス

　
第
７
回
宇
治
オ
ー
プ
ン
大
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
8
日
㈲
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
黄
柴
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
・
・
・
高
校
生

以
上
の
男
女
▼
ク
ラ
ス
：
Å
・
Ｂ
・

Ｃ
（
当
日
決
定
）
▼
参
加
費
二
チ

ー
ム
六
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
８
月

r
-
.
I
X
I
＾
ま
で
に
的
場
一
さ
ん
（
広

野
町
中
島
1
3
・
容
⑩
1
2
8
6
）
へ

▼
主
催
・
・
字
治
市
軟
式
庭
球
協
会
。

林
寺
拳
法
、

空
手
、
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
【

ト
ボ
ー
ル
、

体
操
、
古

武
道
、
野

球
の
九
部

会
が
あ
っ

て
、
指
導

者
や
保
護

者
、
地
域

の
人
た
ち

一
…
…
…
…

．
χ
ノ

】
　
図

　
　
　
　
織

｝
組

一
　
ぐ

四亙四亘皿

●

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
第
2
2
回
市
民
総
体

　
硬
式
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

　
▼
と
き
・
種
目
…
９
月
１
１
一
日
旧

ｕ
‥
男
女
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
、

1
5
日
向
＝
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
1
8

日
間
＝
壮
年
ダ
ブ
ル
ス
・
た
だ
し
、

男
子
は
昭
和
1
8
年
1
2
月
3
1
日
、
女

子
は
昭
和
2
3
年
１
９
一
月
3
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が

丘
、
東
山
コ
ー
ト
▼
対
乖
：
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
と
、
市

テ
ニ
ス
努
昌
年
度
登
録
者
▼
参

の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
広
い
分
野
か
痔

っ
て
い
ま
す
。
野
外
活
動
や
身

体
活
動
、
レ
ク
リ
干
‐
シ
ョ
ン

の
す
べ
て
が
そ
れ
に
含
ま
れ
る

と
共
に
、
文
化
・
社
ふ
落
動
も

重
要
な
内
容
と
言
え
ま
す
。

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
、
今
後
も
こ
フ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
と
お
し
て
の
青
少
年

の
健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
地

域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
活
動
か
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ

の
加
入
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
上
表
の
単
位
団

の
代
表
者
、
ま
た
鑓
ｆ
治
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
（
市
民
体

育
課
萱
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

-－ドリダ旧

専門

．
内
広

加
費
…
ダ
ブ
ル
ス
＝
一
組
二
千
円
、

シ
ン
グ
ル
ス
・
・
・
二
千
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
８
月
1
6
日
㈹
ま
で
に
申
込
書

に
参
加
費
を
添
え
て
、
宇
治
ロ
ー

ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
広
野
町
宮
谷

8
8
・
容
⑩
７
１
５
５
、
金
曜
日
定

休
）
、
ま
た
は
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル

フ
ァ
」
（
小
倉
町
天
王
・
萱
⑩
０
０

４
０
、
日
曜
日
定
休
）
へ
。

　
な
お
郵
送
の
場
合
は
現
金
書
留

で
、
「
市
民
総
体
テ
ニ
ス
」
と
明
記

の
上
。
市
体
育
協
会
（
五
ケ
庄
三

番
割
官
有
地
、

へ
。

豊
⑩
1
9
0
5
）

　
（
市
民
体
育
課
）
．

886

お
知
ら
せ

　
重
度
肢
体
障
害
者
の
集
い

　
重
度
肢
体
障
害
者
を
対
象
に
し

た
野
外
レ
ク
リ
于
－
シ
ョ
ン
を
行

い
未
了
。
六
甲
山
の
自
然
の
中
で
、

一
日
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し
よ

　
今
回
か
ら
市
民
運
動
の
重
要

な
実
践
の
場
で
あ
る
家
庭
、
地

域
、
学
校
・
図
、
職
場
な
ど
り

各
領
域
ご
と
に
、
運
動
の
展
開

方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

家
庭
で
の
運
動
の
展
開

　
家
庭
は
、
社
会
の
基
礎
的
な

生
活
単
位
で
あ
り
、
家
庭
そ
の

も
の
が
最
も
身
近
な
実
践
組
繊

で
す
。
展
開
の
形
と
し
て
は
、

例
え
ば
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役

う
。
当
日
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
1
日
面
、
午
前

９
時
集
合
、
午
後
４
時
解
散
（
い

ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
）
▼
行

き
先
生
ハ
甲
山
・
六
甲
牧
場
▼
対

象
・
：
肢
体
障
害
一
級
・
二
級
の
人

と
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
▼
参
加
費
・
：
障
害
者
七
百
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
百
円
（
昼
食
代
、

－

割
分
担
か
定
め
、
そ
の
人
が
中

心
と
な
っ
て
実
践
し
て
い
く
方

法
や
、
家
族
全
員
の
共
通
目
標

と
し
て
日
常
生
活
の
中
で
、
み

ん
な
が
励
行
し
て
い
く
方
法
も

あ
り
ま
す
。
特
に
家
族
の
話
し

合
い
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま

牧
場
入
場
料
含
む
）
▼
申
し
込
み

…
８
月
1
5
日
側
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
な
お
、
自
宅
か
ら
総
合
福
祉
会

館
ま
で
の
往
復
に
送
迎
が
必
要
な

障
害
者
に
は
、
可
能
な
限
り
送
迎

を
行
い
ま
す
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
中
学
卒
業
認
定
試
験

　
病
弱
な
ど
の
事
情
で
、
義
務
教

運
動
展
開
の
強
力
な
推
進
に
体

と
い
え
未
了
。
地
域
で
は
、
既

に
道
路
・
利
川
な
ど
の
美
化
運

動
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
幅
広
い

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
石
あ
皇
子
。

活
力
と
連
帯
感
あ
る

　
　
地
域
づ
く
り
を

す
の
で
、
実
践
内
容
を
み
ん
な

で
話
し
合
い
、
心
構
え
や
約
東

を
決
め
た
り
、
仕
事
の
分
担
を

す
る
な
ど
手
近
な
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
の
運
動
の
展
開

　
町
内
会
・
自
治
会
は
、
市
民

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
運
動
を

計
画
の
中
に
組
み
込
む
と
共
に
．

更
に
実
践
項
目
を
参
考
に
し
て

自
分
た
ち
の
地
域
に
合
っ
た
運

動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
．
｀

　
ま
た
．
町
内
会
・
自
治
会
で

の
運
動
は
そ
の
地
域
内
の
学
校
・

あ
な
た
が
広
げ
る
き
れ
い
な
選
挙

老人大学を開講

受講申し込みは8月20

日まで

みんなの市民運動
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